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京都府立城陽養護学校 地域支援部「サポートＪＯＹＯ」も今年は開設２年目を迎えること

となりました。

昨年１年間で、地域のみなさんから寄せられた相談は、知的障害や発達障害のある子ど

も達の就・修学や進路に関わる相談、心身の病気や不登校・不適応に関わる相談など、約

９０ケース、２００件あまりにのぼりました。

本校の特徴を生かし、地域からの教育的ニーズに応じた支援や連携を目指して！

三つの教育部からなる本校の教育の特徴や実践＊

隣接する国立病院機構 南京都病院をはじめとする医療機関との日常的なつながり＊

山城地域を中心とした府内全域、さらには他府県に及ぶ広域な地域との関わり＊

これらを生かして、今後も地域の皆さんからの相談に応じ、共に、地域の子ども達への

支援に関わっていけたらと考えています。

また、

○ 従来からの学校説明会や見学、本校への入学や転入に関わる相談の充実

○ 知的障害や発達障害のある子ども達の進路支援や就労支援の推進

などにも、引き続き力を入れていきます。

障害のある子供達の社会参加と自立を目指し、広域な支援のネットワークにも参画する

など、地域の方々との連携を具体化していきたいと考えています。

その他にも学校を公開する機会を設けておりますので、ぜひ御来校いただきますようお願いいたします。
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京都府内全域を担当 
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今年も「サポートＪＯＹＯ」をよろしく！今年も「サポートＪＯＹＯ」をよろしく！

城陽養護学校地域支援部だより京都府立
＜相談問い合わせ先＞京都府立城陽養護学校 地域支援部「サポートＪＯＹＯ」

〒６１０－０１１３ 京都府城陽市中芦原１－４ ＴＥＬ ０７７４－５３－７１００ ＦＡＸ０７７４－５３－４０４４

（Ｅ-mail jyouyou-s@kyoto-be.ne.jp）


